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研究成果の概要（和文）：本研究は、①筋量・筋力、②嚥下・栄養、③呼吸・口腔機能の3つの視点を包括的に
評価した。その結果、栄養評価が最も他項目と関連があり、栄養が高いほど、筋量が多く、呼吸および口腔機能
が高いという結果であった。なお、簡易的に栄養を評価する場合、Mini Nutritional Assessment-Short Form
（簡易栄養状態評価表）を使用することが最も推奨される。

研究成果の概要（英文）：This study comprehensively evaluated three perspectives: (1) muscle mass and
 strength, (2) swallowing function and nutrition, and (3) respiratory function and oral function. 
The results showed that the nutritional assessment was the related to the others, with higher 
nutrition being associated with greater muscle mass and better respiratory and oral function. The 
Mini Nutritional Assessment-Short Form is the most recommended method for assessing nutrition in a 
simplified manner.

研究分野： 老年医学

キーワード： 筋量　栄養　嚥下　呼吸　サルコペニア

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、筋肉の量、筋力、飲み込みの能力、栄養状態、呼吸機能、口の機能を多面的に評価し、健康寿命を延
ばすための簡易的な評価法を検討した．研究の対象者は、要介護高齢者と呼吸器疾患患者とし、それぞれの機能
は相互に影響し合っていることがわかり、栄養状態が最も関連がある評価であることが明らかとなった．健康寿
命を延ばすためには、栄養状態を把握することが重要であった．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年，骨格筋量（以下，筋量）が減少し，筋力低下による歩

行速度が低下を示す病態としてサルコペニアがあり注目を集め

ている．このサルコペニアと呼吸機能に関係する報告は 2016 

年から増加したが，健常者，高齢者，呼吸器疾患における横断

的な研究は不足している．特に，筋量の減少は嚥下機能や低栄

養との関係が指摘されており包括的な評価が必要である．そこ

で，右図の①筋量・筋力，②嚥下・栄養，③呼吸・口腔機能の

3つから高齢者の機能を評価し，簡易検査を確立することが重

要である．これを明らかにすることで，サルコペニアなどの筋

量が減少する前の高齢者を評価・管理し，早期から介入するこ

とで健康寿命の延伸に寄与することを目指した． 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は，①筋量・筋力，②嚥下・栄養，③呼吸・口腔機能の 3つの視点を包括的に

評価し，簡易検査を確立することである．また，幅広い対象者の分析を行うため，呼吸器疾患

患者および要介護高齢者を調査対象とした． 

 
 
３．研究の方法 

1）呼吸器疾患患者 

対象は呼吸器疾患患者 59名（男性 42 名，女性 17名）とした．年齢 65.5±16.1 歳，身長

161.3±9.8cm，体重 66.8±24.2kg，Body Mass Index（以下，BMI）25.3±7.0kg/m2（平均±標

準偏差）であった．本研究は計測日における研究の同意の得られた入院および外来患者であ

り，除外基準は 1）認知症の既往，2）中枢神経疾患，頭頸部の腫瘍，神経筋疾患，3）前歯の

欠損または歯がない，4）うつ病などの心理・精神疾患を有する者とした． 

対象者の栄養評価として Mini Nutritional Assessment-Short Form（以下，MNA-SF），嚥下

機能評価として Eating Assessment Tool-10（以下，EAT-10），舌圧，筋量・筋力評価として握

力，下腿周径を測定した．MNA-SF は，①過去 3ヵ月間で食欲不振，消化器系の問題，そしゃ

く・嚥下困難などで食事量が減少しましたか？，②過去 3ヵ月間で体重の減少がありました

か？，③自力で歩けますか？，④過去 3ヵ月間で精神的ストレスや急性疾患を経験しました

か？，⑤神経・精神的問題の有無，⑥BMI の 6 項目からなる．各項目の配点は，①2点，②3

点，③2点，④2点，⑤2点，⑥3点の 14点満点である．また，嚥下機能評価として EAT-10 を

使用し，0 点（問題なし）から 4 点（ひどく問題）の 10 項目で構成されている．質問項目

は，①飲み込みの問題が原因で，体重が減少しましたか？，②飲み込みの問題が外食に行くた

めの障害になっている，③液体を飲み込む時に，余分な努力が必要だ，④固形物を飲み込む時

に，余分な努力が必要だ，⑤錠剤を飲み込む時に，余分な努力が必要だ，⑥飲み込むことが苦

痛だ，⑦食べる喜びが飲み込みによって影響を受けている，⑧飲み込む時に食べ物がのどにひ

っかかる，⑨食べる時に咳が出る，⑩飲み込むことはストレスが多いの 10項目である．舌圧

は，舌圧測定器（TPM-01，JMS 社製）を用い，あらかじめ口腔外でバルーンを自動で所定圧

（19.6±1.0kPa）に与圧後，バルーンを口腔内に挿入した．バルーン基部にある硬質リング部

を上下切歯で軽くくわえて口唇を閉じ固定し，プローブであるバルーンを被験者の前舌－口蓋

間に固定させ，対象者の舌端部を最大の力で口蓋に向けて挙上させた．バルーンを約 5～7秒間



継続して押しつぶさせ，これを 3回繰り返し，最大値を代表値とした．各測定には 5～30 秒の

休憩をはさみ測定を行った．握力は Asian Working Group for Sarcopenia 2014 の基準に準

じ，握力測定器（TKK 5401，竹井機器社製）により左右 2 回ずつ計測し，最大値を個人の代表

値とした．男性 26kg 未満，女性 18kg 未満を筋力の低下とした．下腿周径は，座位にてテープ

メジャーを用い，下腿の最大膨隆部を計測した．先行研究の基準に準じて男性 34cm 未満，女性

33cm 未満を筋量の低下とした．サルコペニアの診断は簡易的に可能な方法を採用し，筋力の低

下および筋量の低下を呈した者をサルコペニアとした．統計解析は，サルコペニアの有無によ

り 2群に分け，基本属性および測定結果を比較するためにχ2検定，Mann-Whitney 検定を行っ

た．舌圧とサルコペニアの関係を明らかにするため，多重ロジスティック回帰分析の変数増加

法（尤度比）とし，従属変数をサルコペニア，独立変数を年齢，性別，BMI，舌圧，MNA-SF，

EAT-10 とした． 

 

2）要介護高齢者 

65 歳以上の通所リハビリテーションを利用している要介護高齢者 120 名を対象とし，筋量，

呼吸機能，呼吸筋力を計測した．主病名として認知症，呼吸器疾患，心臓ペースメーカー，指

示従命が困難な対象者は除外した．体組成計は（InBody 520，InBody Japan 社製）を使用し，

四肢骨格指数（以下，SMI）を算出した．呼吸機能は，オートスパイロ(Autospiro AS-507， ミ

ナト社製)を使用し，努力肺活量(L)，1秒量(L)，PEFR(L/sec)を測定した．呼吸筋力は付属機

器である(AAM377，ミナト社製)を使用し，最大呼気筋力(cm H2O)，最大吸気筋力(cm H2O)を測

定した．統計解析は，SMI と呼吸機能および呼吸筋力の関係を明らかにするために，重回帰分

析を行った． 

 
４．研究成果 

1）呼吸器疾患患者         表 1.呼吸器疾患患者におけるサルコペニア有無の比較 

呼吸器疾患患者において，

低栄養は 8名（13.6％），サ

ルコペニア有病率は 15名

（25.4％）であった．サルコ

ペニアなし群が 60.8 歳，サ

ルコペニア群が 79.3 歳であ

り，サルコペニア群は有意に

年齢が高く，BMI が低値であ

った（表 1）．多重ロジスティ

ック回帰分析により，MNA-SF

と BMI がサルコペニアと関連

があることが明らかとなっ

た．サルコペニアは，嚥下機

能，栄養状態の双方と関連が

みられると考えられたが，本

研究では栄養状態のみ抽出さ

れた．栄養状態は，舌圧，EAT-10 の嚥下機能ではなく，栄養状態（MNA-SF，BMI）との関連が

強い結果となった（表 2）．  

 



 
 

表 2.サルコペニアと栄養，嚥下の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2）要介護高齢者     表 3.要介護高齢者の基礎情報と性差 

要介護高齢者の基礎情報と性差を表

3に示した．要介護高齢者 120 名は，

栄養評価（BMI）を除いてすべての項

目で性差がみられた．SMI と最大呼気

筋力は男性で(r=0.344)，女性で

(r=0.393)と中等度の関連性がみられ

た．重回帰分析の結果，最大呼気筋力

のみが採択された．要介護高齢者にお

いて，筋量の評価である SMI と最大呼

気筋力が最も関連があることが明らか

となった（表 4）． 

 

 
 
表 4.SMI と呼吸機能および呼吸筋力の関係 

 

本研究は，①筋量・筋力，②嚥下・栄養，③呼吸・口腔機能の 3つの視点を包括的に評価した．

その結果，栄養評価が最も他項目と関連があり，簡易栄養評価 MNA-SF を使用することが最も重

要であった．しかし，現時点では対象者数が少なく，年齢による調整も不十分であることから，

今後更なる対象者数の拡大が必要である．なお，本研究は文部科学省科学研究費助成の基盤

（C）において，「筋量および栄養からみた健康寿命および生物学的寿命の延伸のための評価の確

立（課題番号：21K10581）」という内容で研究を継続して実施している． 

 

 

β p value Exp(β) EXP(β)  95% CI
モデル1 MNA-SF -.575 0.00 0.56 0.42-0.76

モデル2 BMI -.557 0.01 0.57 0.38-0.86

MNA-SF -.171 0.34 0.84 0.59-1.20

モデル3 BMI -0.67 0.00 0.51 0.35-0.75
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